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所的な大きなイ直はみられない。
‐方,負のピーク風圧

係数 lFig.21by)は ,前面のハブで覆われている部位は

比較的小さい値だが,側面ならびに後面では四隅付近
で大きな負圧が生じそれぞオし3.4～-4.0,-3.0の値とな

る。側面の前面寄りlrl角部の大きな負圧は風向角 55°

で,後面寄り隅角部は風向角 195° とそれぞれ前面な
らびに後面に正対する風向から少し風下側となる場合

に生じている。 11面でも前面寄り隅角部と後面付近で

大きな負圧が生じ,特にハブの影響のない後面付近で
は-5.8と大きな負圧が生じている。この大きな負圧は

風向角 215° Itl^近で生じており,円錐渦による局所的

な負圧と考えられる。

風力発電機ナセルの外装材設計用風荷重は唯一

GL20031)に 規定されているのみである。GL2003で規定

されている風力係数をF地.3に示す。GL2003では瞬間

最大風速で定義された平均風圧係数が定められている

が,Fig。3に示す値は,再現期間 50年の瞬間最大風速
と平均風速の比をGL2003では 1.4と していることを利

用して,平均風速に基づくピーク風圧係数に換算して

示してある.Fig。3よ り,GL2003の換算ピーク風圧係

数は正圧で 1.6,負圧で-1.2となり,本実験で得られた
ピーク風圧係数に比べかなり小さいことが分かる。

建築基準法・建設省告示 1458デ
)ならびに建築物荷

重指金10における壁面の正圧のピーク風圧係数はそれ

ぞれ 2.3,2.0(高 さ60m,地表面粗度区分Ⅲの場合)であ

る。これらの値と本実験結果lF七.2(のを比較するとICl

ねよい対応をしていることが分かる。この結果より,

自i面・側面。背面の正圧のピーク風圧係数は建築物荷重

夕齢十の考え方と同様,風の乱れに起囚した値が風力発
電機ナセル部にも適用できるものと思われる。

建設省告示ならびに建築物荷重l鵠十の負圧のピーク

風圧係数を Fな。4にそれぞれ示す。本実験で得られた
ナセル部に作用する負圧のピーク風圧係数分布は隅角

部で大きな値となる建設省告示あるいは建築物荷重指

針の屋根面の1分布に比較的類以している。これらを考

慮してナセル部における外装材設計用風荷重の負のピ

ーク風圧係数分布を模式的に示すとFt.5と なる.

4.ま とめ
風力発電機ナセルに作用するピーク風圧係数を風洞

実験により調査した.正のピーク風圧係数は建設省告
示ならびに建築物荷重1静卜の値とほぼ対応する。負の

ピーク風圧係数は側面隅角部と上面風 ド縁でこれらよ

り大きな値を示した.
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